
 

平成３１年度三郷市上水道事業特別会計予算の概要 

 

１．業務量 

給水戸数は71,200戸で、前年度と比べ1,100戸（1.6％）の増、有収水量は14,764,900

㎥で、前年度と比べ 2,900 ㎥（0.0％）の増となりました。 

 

２．収益的収支の状況（税込） 

収入の大部分を占める給水収益が前年度に比べ 281 千円（0.0％）の増、消費税等

還付金が 54,723 千円（297.7％）の増となり、収入全体では 80,543 千円（3.2％）の

増となりました。 

支出では動力費が前年度に比べ 12,364 千円（18.2％）の増、資産減耗費が 16,379

千円（34.5％）の増となり、支出全体では 72,752 千円（3.1％）の増となりました。 

 

３．重点施策 

 ①災害に強い施設整備の推進 

  ・配水管整備事業（予算額 802,385 千円） 

石綿セメント管や水管橋、早稲田地区の配水管などの老朽管の布設替えを進め、

管路の耐震化を推進していきます。 

 

  ・防雷設備設置事業（予算額 45,509 千円） 

    安定した配水を保持するため、落雷による電気的な被害を未然に防ぐ「防雷設備」

を北部浄水場管理棟に設置します。 

 

 ②安全な水道システムの構築 

・北部第二配水場施設整備事業（２か年継続事業 総事業費 1,097,000 千円） 

   （予算額 平成 30 年度 318,890 千円 平成 31 年度 778,110 千円） 

老朽化している北部第二配水場の機械電気設備を、ダウンサイジングや浸水・地 

震対策等に配慮しながら、全面的に更新していきます。 

 

③持続可能な事業運営の確立     

・水道事業基本計画改定等事業（債務負担行為 限度額 38,000 千円） 

平成 28 年 3 月に策定した第 3次三郷市水道事業基本計画について、直近の状況に

基づき給水人口・水需要推計及び整備計画等の見直しを行います。 


